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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
スナックかまぼこ  チーズころん
グランプリ

⼀⼝サイズの⼩さく丸い⾒た⽬が可愛らしい

誰もが好きな味で、広く愛される味だと感じた

⼦供でも⾷べやすい柔らかさで、幅広い年齢層に好まれそう
個包装で⼿軽に⾷べられるのが良く、スナック感覚で楽しめる
健康志向の現代に⼿軽なおやつとして⾷べられるところが良い

パッケージが⽬を引くが、ムーミンとの関連性が分からない
現代の⼦どもにムーミンがどの程度通⽤するかは疑問である
広報マネジメントが弱いと感じる

ネーミングがスイーツを連想させる

Webサイトには商品情報が無く、SNSの活⽤も不⼗分である
ムーミンが⽬⽴って⼀⾒では商品特徴が伝わりにくい
ファミリーで楽しめるが、価格が少し⾼いように感じる

程よいチーズ感と蒲鉾のバランスが良い

蒲鉾とチーズのなめらかさの対⽐、組み合わせがとても良い

第79回（2024年9⽉）

2.0%

Webアンケートと審査員による点数分布の結果を総合すると、⾮
常に⾼い評価を得ました。点数分布では、全審査員がグランプリ
及び⾦賞相当と評価し、商品の独⾃性や品質の⾼さが評価されま
した。Webアンケートでは「この商品に興味がありますか」の項
⽬で「とてもある」と回答した割合が顕著に⾼く、消費者の関⼼
を引く商品であることが⽰されています。⼀⽅、価格についての
評価がやや低く、価格設定が課題として浮き彫りになりました。

5.9%%

2.0%



■ 要因分布

■ 総評
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内部的要因が93％と最も⾼く、商品そのものの味や五
感における評価が⾮常に優れていることが⽰されていま
す。外部的要因も92％と⾼く、ネーミングやパッケージ
のデザインが消費者に対して強いアピール⼒を持ってい
る点が評価されています。市場要因が86％とやや抑えら
れましたが、依然として健康志向やファミリー層をター
ゲットとしたマーケティング戦略が効果的であることが
⽰されています。マネジメント・PR要因やブランディ
ング要因は82％と81％で、やや改善の余地があると評
価されていますが、全体的にはしっかりとした基盤を
持っていることがわかります。素材・安全性に関しては
83％と安定した評価を受けており、消費者に対して⼗分
な安⼼感を提供できる商品であることが⽰されています。

⼭⼝県の伝統⾷を後世につなぐ役割を担いながら、フィッシュプロテインなど時代に沿った商品展開を
する姿勢と新たなチャレンジに敬意を表します。「スナックかまぼこ チーズころん」は味わいや⾷感に
おいて⾮常に⾼い評価を受け、競合製品との明確な差別化を感じます。特に、蒲鉾の弾⼒とチーズフード
のなめらかさが⾒事に調和し、消費者に対して満⾜感を提供できている点は⼤きな強みです。また、個包
装は、衛⽣⾯での安⼼感を与えるとともに、⼿軽さを実現しており、現代の忙しい消費者に適した商品で
あります。さらに、地域に根差した価値を持ちながら、全国的な市場でも⼗分に通⽤する商品であること
が⽰されています。しかし、全国的な認知度をさらに向上させるためには、広告専任部署の設置やブラン
ドページの充実など、広報戦略の強化が求められます。パッケージデザインに関しては、ムーミンキャラ
クターの採⽤がファミリー層に好意的に受け⼊れられている⼀⽅で、その関連性が⼀部の消費者にとって
理解しにくいという指摘もあります。今後は、商品の本質的な魅⼒をより前⾯に出すことで、ブランドの
持続的な成⻑が期待されます。コストパフォーマンスの⾯では競合商品がひしめく中、埋もれてしまう価
格設定と感じます。この点を踏まえ、コスト削減やパッケージの⼯夫などによって、価格に対する消費者
の⼼理的なハードルを下げる施策が有効です。

また、フィッシュプロテインの認定商品であることを前⾯に打ち出し、健康志向の⾼い消費者層に向け
たマーケティングを強化することも重要です。特に、パッケージやWebサイト、SNSを通じてその価値を
訴求し、消費者に対する信頼感をさらに⾼めることが期待されます。

総じて、本商品は多くの⾯で⾼い評価を受けており、その強みを活かしつつ、今後の改善点を踏まえ、
より⼀層のブランド価値向上を⽬指して、積極的な広報活動と市場展開を進めていただきたいと考えます。

93％

92％

86％81％

83％
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

⽩い蒲鉾と柔らかい⻩⾊のチーズ
が⽬を引くコントラスト。

表⾯は滑らかで中⾝が透けること
なく、しっかりとした⾒た⽬。

外側の蒲鉾と内側のチーズの絶妙
な⾊合いの対⽐。

丸みを帯びたフォルムが愛らしく、
⾷欲をそそる。

⼀⼝サイズで⾷べやすく、⾒た⽬
も可愛らしいサイズ感。

丸いフォルムが⼿に取りやすく、
三次元的な⽴体感が魅⼒。

チーズがまるで絹のようになめら
かに、蒲鉾を引き⽴てる。

チーズが柔らかく中から現れ、⾷
欲をそそる。

なめらかなチーズと蒲鉾の⽢みが
調和した⾵味。

かすかな弾⼒感を伝える⾳が、⼼
地よい⾷体験を予感させる。

蒲鉾の弾⼒と中のチーズの柔らか
さが指先に伝わる。

蒲鉾の中からじゅわっと出てくる
チーズが⾷感を⼀層引き⽴てる。

本商品は視覚的な魅⼒と⾷感の楽しさが調和しています。
チーズフードは蒲鉾よりもやや⾊味が強く、控えめながらも適度な存在感を⽰していますが、鮮やかさと
いうよりは落ち着いた印象を与えます。⼀⼝サイズの丸い形状は可愛らしく、⼿に取る楽しさを感じさせ
るデザインです。蒲鉾の表⾯は滑らかで、⼿触りからもその弾⼒感が伝わり、⾷べる前から期待感が⾼ま
ります。⾷べた際には、蒲鉾のしっかりとした弾⼒と、中に包まれたチーズフードの滑らかさが⼝の中で
バランスよく調和します。チーズフードは、濃厚さではなく、チーズの⾵味がほんのりと感じられる仕上
がりで、蒲鉾の淡⽩な味わいを程よく引き⽴てています。全体として、「チーズころん」はその落ち着い
たビジュアルと、⾷感、⾵味のバランスが取れた商品です。派⼿さはないものの、⾒た⽬や⾷感が整って
おり、⼀⼝サイズで⼿軽に楽しめる点が⾮常に魅⼒的です。視覚的なインパクトは控えめながらも、⾷べ
る楽しさと満⾜感を提供する商品であると評価できます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 5 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

チーズのまろやかな酸味が⼝の中
に広がり、優しい⾵味を残す。

苦みはほとんど感じられない。

蒲鉾とチーズの調和した味わいが
⼝中でじんわりと広がる。

蒲鉾の⾹りとチーズのクリーミー
な⾹りが⿐腔をくすぐる。

蒲鉾の表⾯はしっとりとし、チー
ズが内部に湿り気をもたらす。
⼝の中でチーズがなめらかに広が
り、粘り気のある⾷感を⽣む。
蒲鉾のぷりっとした弾⼒とチーズ
のなめらかな触感が⼼地良い。

噛むと静かに響く、控えめな⾳が
⼼地良い静けさを感じさせる。

プリッとした蒲鉾の⾳が、噛むた
びに弾けるように響く。

最初の⼀⼝で感じられるのは、蒲鉾のしっかりとした弾⼒です。噛むごとにその⻭応えが⼼地よく、蒲
鉾のプリっとした⾷感が⾆の上で広がります。中に包まれたチーズフードは、⾷感の変化を楽しむ要素と
して優れており、蒲鉾の弾⼒とは対照的に、柔らかく滑らかな感触を提供します。この異なる⾷感が織り
なすコントラストが、⾷べる楽しさを⼀層引き⽴てます。また、チーズフードは過度に主張することなく、
ほどよい⾵味を持ち、蒲鉾の淡⽩な味わいを適度に引き⽴てます。チーズ特有の⾵味が優しく広がり、全
体として調和のとれた味わいを形成しています。⼝の中でチーズフードが程よく溶け、蒲鉾と⼀体化する
ことで、味わいに⼀貫性が⽣まれます。さらに、本商品の⼀⼝サイズという特徴は、⾷べやすさだけでな
く、⼝の中での味のバランスも考慮されています。⼝に含んだ瞬間から、最後まで⼀貫して楽しめる点は
⾮常に魅⼒的です。全体的に⾒て、本商品は⾷べる際の楽しさと満⾜感をしっかりと提供しており、チー
ズと蒲鉾の組み合わせが⽣み出す絶妙なバランスが喜ばれることでしょう。

⿂⾁と蒲鉾の旨味がしっかりと感
じられ、深い味わいを演出。
チーズと⿂⾁の⾃然な⽢さがバラ
ンスよく調和し、⼝に広がる。
蒲鉾⾃体の程よい塩味がチーズと
絶妙なハーモニーを奏でる。

⼝に含むと適度な温度で、チーズ
のなめらかさが引き⽴つ。

蒲鉾の弾⼒とチーズのなめらかな
柔らかさの絶妙なバランス。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 6 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

蒲鉾の⾵味が程よく残り、チーズフードのほのかな塩味が後を
引く。しつこさがなく、⼝の中でバランスよく調和する余韻。
⼼地よい後味。

寒冷な地域でも⼿軽に楽しめる温かな味わい。特に冬場、⾷後
のほっとする温かさを感じる⼀品。四季を問わず親しみやすい
味覚。

家庭的な蒲鉾の味わいがどこか懐かしく、⾷卓に並んだ蒲鉾料
理を思い出す。幼少期から慣れ親しんだ味の再現。⾷習慣に根
付いた安⼼感。

忙しい⽇々の中で、⼿軽に摂取できる栄養バランスの取れた⼀
品。少量でも満⾜感が得られ、健康を意識した⽣活様式に適合
する⾷品。

五味 評点

酸味 2

苦味 1

うま味 5

⽢味 3

塩味 4

広義の味 評点

滑らかさ 4

コク味 5

調和感 5

軽やかな味 3

優しい味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 5

味覚 4

嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

本商品の内部的要因として、まず味わいが⾮常に優れている点が挙げられます。蒲鉾の弾⼒とチーズフード
のなめらかな⾷感が絶妙に調和し、五感に⼼地よい刺激を与えます。特に旨味が豊かで、塩味と⽢みのバラ
ンスも取れており、後味も良好です。また、ニュース性としては、伝統的な蒲鉾にカマンベール⾵のチーズ
フードを融合させた点が新鮮で、消費者に驚きと関⼼を提供します。全体的にバランスが良く、消費者に強
い印象を残す商品といえます。

マネジメント・PR要因に関しては、いくつかの改善点が⾒受けられます。特に、広告専任部署がなく、ブラ
ンド専⽤のページも存在しないため、消費者との接点が限られています。今後、SNSの積極的な活⽤やブラ
ンドページの作成が望まれます。また、ムーミンキャラクターの使⽤が強調される⼀⽅で、中⾝のおいしさ
がPRにおいて⼗分に伝わっていない点も課題です。広報戦略を強化することで、本商品の優れた特質をより
多くの消費者に訴求し、販売促進につなげることができると思います。

ターゲットとトレンドを的確に捉えている点が評価できます。ヘルシー志向が強まる現代において、⼿軽
にタンパク質を摂取できる本商品は、健康意識の⾼い消費者にとって魅⼒的です。価格設定がやや⾼めであ
るため、消費者のコストパフォーマンスに対する期待には慎重に応える必要があります。特に、現代の健康
志向やかまぼこを⼿軽に楽しめる点を強調し、ターゲット層をさらに明確にし、マーケティング戦略を強化
することで、より多くの消費者に受け⼊れられる可能性があります。

外部的要因として、ネーミングとパッケージデザインが重要な要素となっています。「チーズころん」と
いうネーミングは可愛らしく、スナック感覚で楽しめる商品であることを連想させますが、かまぼこを使⽤
していることが伝わりにくい点が惜しまれます。パッケージデザインに、ムーミンのキャラクターが採⽤さ
れており、⼦どもや親にとって親しみやすく、⼿に取りやすい⼯夫が施されています。⼀⽅、パッケージと
ムーミンの関連性が不明瞭の為、ストーリー性やコンセプトの明確化を図りたいところです。

地域に根差した価値が⼤きな強みとなっています。特に、⼭⼝県ではハレの⽇ギフトとして広く⽀持され
ており、地元の誇りともいえる商品です。この地域性を活かしつつ、⼀⼝サイズの⼿軽さや蒲鉾の⾷感と
いった商品独⾃の特徴を活かした情報発信を強化することで、他社との差別化が図れるでしょう。今後は、
SNSやWebサイトを活⽤したブランディング活動をさらに推進し、全国的な認知度を⾼めることで、より広
い市場での成功が期待されます。

本商品の素材と安全性に関しては、⾮常に⾼い評価ができます。まず、個包装で提供されているため、分
けて⾷べる際にも安全性が保たれている点は消費者に安⼼感を与えます。また、トレーサビリティ管理や衛
⽣管理がしっかりと⾏われており、保存料や着⾊料が未使⽤であることは健康志向の消費者にとって⼤きな
魅⼒です。添加物として安定剤や乳化剤が使⽤されていますが、これらは練製品としての品質維持に必要な
ものであり、全体として安全性に対する取り組みは⼗⼆分なものと感じられます。
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